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1 開会

農業試験場長　挨拶 13:30～13:40

2 口頭発表

計画出荷を目指したスプレーギク等の開花調節技術 松本比呂起 13:40～14:00

「まりひめ」高設栽培の炭酸ガス施用を中心とした高収益化技術 東　卓弥 14:00～14:15

水田転換畑を利用した種ショウガ生産技術 14:15～14:45

3 ポスター発表

「つや姫」・「にこまる」の収穫時期と収量・品質 岩橋良典

業務用キャベツの品種選定 橋本真明

業務用キャベツにおける減肥栽培技術の確立 橋本真穂

無加温ハウスで栽培する花き新品目の探索 花田裕美

スターチス萎凋細菌病抵抗性品種育成のための効率的選抜方法 岡本晃久

糖含有珪藻土を用いた土壌還元消毒によるトマト青枯病の防除 林　佑香

イチゴのナミハダニに対する有効薬剤 井口雅裕

キヌサヤエンドウのハナアザミウマ防除対策 岡本　崇

4 休憩

15:15～15:30

5 口頭発表

スターチス新品種候補の特性 宮前治加 15:30～15:45

実エンドウ新品種「みなべ短節間１号」の特性 田中寿弥 15:45～16:00

高糖度ミニトマトのCO2施用による増収効果 川西孝秀 16:00～16:15

6 閉会

農業試験場暖地園芸センター所長　挨拶 16:15～16:20

田中　郁
菱池政志
橋本真穂

14:45～15：15
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計画出荷を目指したスプレーギク等の開花調節技術 
 

副主査研究員・松本 比呂起 
 

[要約] 
夏季作スプレーギクにおいて、遮光資材を用いた消灯後の日長管理において、開花遅

延を起こさずに切り花品質の向上が可能な方法を開発した。 
ストックにおいて、①安定して年内に開花させられる電照処理法、②4～5 月出荷時

の切り花品質を向上させるトンネル高温処理法を開発した。これらを組み合わせること

で、同一圃場でのストック年 2 回作付け体系が可能であると考えられる。 
 
[背景・ねらい] 
①夏季作スプレーギクでは、遮光資材を利用した日長管理(シェード処理)により開花調

節が行われている。しかし、シェード処理法は個々の生産者の経験によっており、開花

時期の遅れや品質のばらつきが発生している。そこで、これらの問題を解決する消灯後

の日長管理技術を検討した。 
②ストックは花芽分化には一定以下の温度が必要なため、年内出荷作型では秋季の気象

条件により開花時期が大きく遅れてしまうほか、4～5 月出荷作型では低温により切り

花長が短くなり品質が低下してしまう。そこで、開花時期の安定化および切り花品質の

向上を図る開花調節技術を検討した。 
 
[成果の内容・特徴]  
①スプレーギク 
・夏季作において、消灯後 20 日間を 13 時間日

長、その後開花まで 12.5 時間日長で管理す

ることで、多くの品種で開花遅延を起こさず

(図 1)、切り花品質を向上させることができた。 
②ストック 
・8 月上旬に播種し、本葉 15 葉展開時から発蕾まで白熱電球

を用いて約 0.4 W/㎡の放射照度で深夜 3 時間電照を行うこ

とで安定して年内に出荷できた。 
・1 月上旬に播種し、定植後 6 週間のトンネル高温処理を行う

ことで、4～5 月に出荷でき、切り花品質も向上した(図 2)。 
・以上の電照処理＋トンネル高温処理を組み合わせる

ことで、同一圃場での年 2 回作付け体系が可能であ

ると考えられた。 

図 1 消灯後の日長管理が開花に及ぼす影響 
(左：慣行管理、右：13 時間 20 日間管理) 

図 2 高温処理期間が切り花品質に及ぼす 
  影響 (左から順に無処理、トンネル

処理 2 週間、4 週間、6 週間) 
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「まりひめ」高設栽培の炭酸ガス施用を中心とした高収益化技術 
 

農業試験場 主任研究員 東 卓弥 
 
[要約] 

「まりひめ」の高設栽培では、炭酸ガス施用により従来の無施用に比べ 15～20％増

収するとともに果実糖度の上昇が見込め、肥料の吸収も良くなる。通路に白色シートを

敷設することで反射光が増加し、寡日照時でも増収する。摘果と果実肥大の関係につい

ても明らかにした。 
 
[背景・ねらい] 
 イチゴの高設栽培は、土耕栽培に比べて軽労省力的であることと、「まりひめ」の普

及に伴い、新規就農者を中心に拡大している。しかし、「まりひめ」のブランド強化に

伴い、栽培農家からは、増収、品質向上に繋がる新たな技術開発が求められている。 
そこで、農業試験場では、「まりひめ」高設栽培の高品質多収化を図るため、炭酸ガ

ス施用を中心とした栽培技術について検討した。 
 
[成果の内容・特徴] 
１．高設栽培では、日中炭酸ガス施用を行うことで、15～20％増収（図 1）し、果実糖

度の上昇も見込める。炭酸ガス施用（燃焼式）に必要な燃料費は 15～20 万円／10a
で、炭酸ガス発生機（50～100 万円）の導入費は約 2 年で償却できる。 

２．炭酸ガス施用により、イチゴの生育が促進され養分の吸収が良くなることで、無施

用より排液濃度が低く推移する。 
３．吸液量は 50～250ml/株･日（11 月～3 月）で天候および季節により変動する。 
４．ベッド間の通路部分に白色シートを敷設することで、反射光が増加し、収量が増加

する。寡日照年に効果が高い。 
５．頂果房から着果数を制限することで果実肥大が図れ、果房あたり 12 果で L 級以上

が、３果では２L 級以上の大果の割合が多くなる（図 2）。 
 
 
 

図１ 炭酸ガス施用が果実収量に及ぼす影響 
※炭酸ガス施用：2016 年 11月 24日～2017 年 2

月 22日に午前 6時～12時に 800～1000ppm、

その後 2017年 3月 24日まで午前 6時～15時

に 400～600ppm で施用 
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図２ 摘果が果実の階級構成に及ぼす影響 
※調査期間：2016 年 12月 5 日～2017 年 4月 27日 
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水田転換畑を利用した種ショウガ生産技術 

 農業試験場 主査研究員 田中 郁  

主査研究員 橋本 真穂 

  主査研究員 菱池 政志 

 

【要約】 

有機物マルチ資材としてケイントップ（サトウキビの葉や茎を乾燥させたもの）

を0.5kg/m2被覆することにより、抑草及び生育促進効果が確認された。施肥量は窒

素として30kg/10a程度が適正であり、有機配合では基肥16kg/10a＋追肥12kg/10a施

用、緩効性肥料では全量基肥施用とすることが効率的であった。ショウガ根茎腐敗

病の防除対策として、冬季の土壌消毒と６月中旬から８月中旬頃までの薬剤防除を

組み合わせることが有効であった。 

 

【背景・ねらい】 

和歌山市で「新ショウガ」生産に用いられる種ショウガは、全量を他県に依存し、

近年種ショウガ価格が高騰している。そこで、優良な種ショウガを市内で安定的に

確保するため、水田転換畑での種ショウガ生産に重要な、雑草対策、施肥技術及び

根茎腐敗病対策について検討した。 

 

【成果の内容・特徴】 

１．雑草を抑制するためには、ケイントップ 0.5kg/㎡で出芽後と土寄せ後にそれぞ

れ被覆すると最も効果的であった。 

２．栽培期間中にケイントップ 0.5kg/m2を 2 回被覆したところ、保水効果により慣

行区より根茎重及び茎数が多くなった。 

３．ショウガの窒素吸収量は 8 月下旬から 10 月下旬にかけて増加し、11 月下旬の収

穫時で 16.2kg/10a となった。 

４．種ショウガ栽培における適正施肥量は窒素として 30kg/10a 程度であり、有機配

合では基肥 16kg/10a＋追肥 12kg/10a 施用、緩効性肥料では全量基肥施用とする

ことで施肥効率が高くなった（表１）。 

５．ショウガ根茎腐敗病菌汚染ほ場における病原菌の発生生態調査から、６月下旬

から 7 月中旬に発病し始め、その後、８月にかけて二次伝染を繰り返し、発病が

増加すると考えられた。 

６．定植前の土壌消毒に加えて５月下旬から８月中旬頃まで２～３週間おきの薬剤

防除を行うと、本病の防除に効果的であった。 

 

 

水田転換畑で生産した種ショウガ 

窒素 リン酸 カリ

ニューパワー
ユーキ038

ケイ酸
加里

基肥 160 60

追肥 120

スーパー
エコロング
424-180

ケイ酸
加里

基肥 200 60

表1　種ショウガ栽培における効率的な施肥例

資材施用量（kg/10a）
成分施用量（kg/10a）

施肥例
①

28 36.4 62.4

施肥例
②

28 22 38

肥料成分：ﾆｭｰﾊﾟﾜｰﾕｰｷ038（10-13-18）、ｽｰﾊﾟｰｴｺﾛﾝｸﾞ424（14-12-14）、

             ケイ酸加里：0-0-20
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図2 新候補系統「13B11」と「15B1」の切り花本数
注）冬季加温設定温度1℃で管理

スターチス新品種候補の特性 

 農業試験場暖地園芸センター 主任研究員 宮前 治加 

 

【要約】 

スターチス栽培で一般的となっている無加温や最低1～3℃程度の低夜温管理で収量

性の高い品種の育成に取り組み、既存のブルー系育成品種に比べて切り花長は短いが、

切り花本数が特に多い「13B11」と青味の強い鮮やかながく色が特徴の「15B1」のブルー

系2系統を新品種候補に選定した。 

 

【背景・ねらい】 

スターチスの主産地では、重油価格高騰以降、燃料コストを削減するために夜間の温

度管理を無加温や最低1～3℃程度とする低温での管理が一般的となっている。しかし、

夜間低温で管理すると、需要期である3月彼岸までの収量が少なくなる問題がある。こ

のため、低夜温管理で収量性の高い品種の育成に取り組んだ。 

 

【成果の内容・特徴】 

１）「13B11」の特性 

がく色は既存のブルー系育成品種の‘紀州ファインラベンダー’よりやや赤味が強い

淡紫色である（図 1）。花房は丸味があり、既存のブルー系育成品種よりも小さく、花

房数、分枝数は同程度である。既存の育成品種よりも切り花長は短いが、切り花本数は

1.4～1.9 倍と非常に多い。 

２）「15B1」の特性 

 がく色は既存のブルー系育成品種よりも青味の強い深みのある青色である（図 1）。

既存の育成品種に比べて花房数、分枝数は少ないが、花房が大きい。切り花本数は、既

存育成品種の 1.2～1.6 倍と多い。 

図 1 新品種候補系統の切り花の草姿と花房 

切り花 左：「13B11」、右：「15B1」 

花房 上段：「13B11」、下段：「15B1」 
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実エンドウ新品種「みなべ短節間１号」の特性 

農業試験場ﾀ暖地園芸センター 副主査研究員 田中寿弥 
 
【要約】 
 短節間実エンドウの品種育成に取り組み、「みなべ短節間 1 号」を有望品種として選定した。

「みなべ短節間 1 号」は、2015 年にみなべ町の「きしゅううすい」栽培ほ場で発見された短

節間品種であり、莢形質が「きしゅううすい」と同等で、主枝長、節間長が約 75％と短いため、

収穫等の作業の省力化が期待できる有望品種である。 
 

【背景・ねらい】 

実エンドウの主力品種「きしゅううすい」は、草丈が高く、収穫、整枝などの作業性が悪い

ことが課題である。そこで、節間が短く、草丈の低い実エンドウ品種の育成に取り組み、現地

で発見された「みなべ短節間 1 号」を有望品種として選定した。 

 

【成果の内容・特徴】 

１）「みなべ短節間 1 号」は、2015 年に日高郡みなべ町の「きしゅううすい」栽培ほ場

で発見された短節間品種である。2018 年 12 月に、発見ほ場園主の大野光男氏により品種

登録出願された。 

２）「みなべ短節間 1 号」の主枝長、節間長は、それぞれ「きしゅううすい」の 72％、

73％と短く、草丈も低い（表１、図 1）。 

３）「みなべ短節間 1 号」の莢の外観は、「きしゅううすい」と同等である（図 2）。

莢や青実の大きさは、「きしゅううすい」に比べて同等からやや小さい。 

４）「みなべ短節間 1 号」の収穫開始時期は、「矢田早生うすい」や「きしゅううすい」

に比べて遅い。収量は、12 月や 1 月の前半が少なく、2 月、3 月、4 月の後半に多い。 

 

図1 「みなべ短節間1号」の草姿

注）撮影日：2018年11月2日。播種日2018年9月28日。

左から「矢田早生うすい」、「みなべ短節間1号」、「きしゅううすい」

きしゅううすい みなべ短節間１号 矢田早生うすい

図2 「みなべ短節間1号」の莢

注）撮影日：2018年3月30日。 実入りの良いL莢を対象とした。

品種

みなべ短節間１号 368 (72) 8.3 (73)

きしゅううすい 514 (100) 11.4 (100)

矢田早生うすい 505 (98) 10.7 (94)
注）播種日：2017年9月20日。

　　
z
2018年3月26日に測定。 

y
「きしゅううすい」対比（％） 

x
2018年1月18日に測定。

表1　「みなべ短節間1号」の主枝長と節間長

主枝長（cm）z 節間長（cm/節）x

y
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高糖度ミニトマトの CO2施用による増収効果 

農業試験場ﾀ暖地園芸センター 主査研究員 川西孝秀 
 
【要約】 
 ミニトマトの冬季ハウス栽培において、日中のハウス内

CO2 濃度は、外気よりも低下する。CO2 施用を行うことで、

光合成が促進され、糖度低下なく収量増加が可能である。 
 

【背景・ねらい】 

本県では、ミニトマトの高糖度完熟生産によるブランド出荷が行われているが（写真 1）、そ

の栽培管理の多くは経験と勘に頼っているのが現状である。一方、目に見えない CO2 は、植物

の光合成に必須である。近年、CO2 濃度センサーの低価格化や実用的な発生装置の開発により、

ハウス栽培の果菜類を中心に光合成促進による収量アップを目的とした CO2 施用の導入が進み

つつある。そこで、高糖度ミニトマトの収益向上に向けて、CO2施用の効果と施用法を検討した。 

 

【成果の内容・特徴】 

１）主要品種「キャロル７」は、冬季晴天時に CO2濃度を 400ppm（外気並）から 800ppm まで

上げると光合成速度が顕著に増大する（図１）。 

２）5～10 アール規模のミニトマト栽培ハウスにおいて、CO2無施用では、晴天日の日中、

ハウス内の CO2濃度は 400ppm 以下であるのに対し、燃焼式 CO2発生機で施用すると、

換気時で 400～500ppm、晴天無換気時には 1000ppm 程度で推移する（図 2）。 

３）「キャロル７」および「アイコ」に CO2施用を行うと、果実数および 1 果重がやや増加し、

果実糖度の低下なく増収する。「アイコ」現地ハウスでは、果実糖度はほぼ同等で、収量

は無施用に対して約 7.5％増加した（図 3）。 

４）CO2施用は、ハウス内の飽差（≒湿度）を適切に管理することで効率が向上する。 

５）CO2施用導入時の経営収支は、「アイコ」の高糖度栽培では、収量増加を 6％として試算す

ると 10a あたり 41 万円の粗収益増、CO2発生機の減価償却費やランニングコストの増額が 1

年あたり 26 万円で、15 万円/10a/年の増益が見込める。 
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